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(57)【要約】
【課題】  車両用ヘッドアップディスプレイにおいて、
運転者の好みに応じた虚像の表示を提供する。
【解決手段】  液晶パネル１２ｂから凹面鏡１４までの
光路の長さを変化させるように、液晶パネル１２ｂを移
動可能にする。これにより、この光路長を短くするよう
に液晶パネル１２ｂを移動させれば虚像の表示サイズを
縮小でき、光路長を長くするように液晶パネル１２ｂを
移動させれば虚像の表示サイズを拡大できる。よって、
運転者の好みに応じて虚像の表示サイズを調節すること
ができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  車両の車室内にてフロントウインドシー
ルド（２０）の下方に位置するインストルメントパネル
（３０）の裏面側に配置されて表示情報を表す表示光を
出射する表示器（１２ｂ）と、
この表示器（１２ｂ）からの表示光を凹面形状反射面
（１４ａ）により前記インストルメントパネル（３０）
の開口部（３０ａ）を通し前記フロントウインドシール
ド（２０）の裏面に向け反射する凹面鏡（１４）とを備
えて、
前記フロントウインドシールド（２０）が前記凹面鏡
（１４）からの反射光を反射して前記表示情報を前方に
虚像として表示するようにしたヘッドアップディスプレ
イにおいて、
前記表示器（１２ｂ）から前記凹面鏡（１４）までの光
路の長さを変化させるように、前記表示器（１２ｂ）を
移動可能にしたことを特徴とするヘッドアップディスプ
レイ。
【請求項２】  前記表示器（１２ｂ）は液晶パネルであ
り、
前記液晶パネル（１２ｂ）のバックライトとして用いら
れる光源（１２ｃ）を備え、
前記光源（１２ｃ）を、前記液晶パネル（１２ｂ）とと
もに移動させるようにしたことを特徴とする請求項１に
記載のヘッドアップディスプレイ。
【請求項３】  前記表示器（１２ｂ）を移動させるアク
チュエータ（１２ｅ）と、
車両運転者に操作されて前記アクチュエータ（１２ｅ）
に作動信号を出力する操作スイッチ手段（３１）とを備
えることを特徴とする請求項１または２に記載のヘッド
アップディスプレイ。
【請求項４】  前記表示器（１２ｂ）の移動と連動して
前記虚像の歪みを補正する画像処理回路（４１）を備え
ることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１つに
記載のヘッドアップディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、車両用のヘッドア
ップディスプレイに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、例えば、車両用ヘッドアップディ
スプレイにおいては、車室内のインストルメントパネル
の裏面側に、表示情報を表示光として出射する表示器
と、凹面鏡とを固定して設置している。そして、表示器
からの出射表示光は、凹面鏡で反射されてインストルメ
ントパネルの開口部を通してフロントウインドシールド
上に入射し、この入射光がフロントウインドシールドに
より反射されることで表示情報が当該フロントウインド
シールドによりその前方に虚像として表示される。
【０００３】
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【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来のヘ
ッドアップディスプレイは、虚像の表示サイズが固定さ
れていたため、予め設定された表示サイズでは運転者の
好みに合わない場合がある。例えば、高齢者等の視力の
低い運転者にとっては表示サイズが小さすぎて表示内容
が判読し難いと感じてしまう。一方、表示サイズを大き
くすると、視力の高い運転者にとっては表示サイズが大
きすぎて視界の邪魔になると感じてしまう。
【０００４】本発明は、上記点に鑑み、車両用ヘッドア
ップディスプレイにおいて、運転者の好みに応じた虚像
の表示を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、請求項１に記載の発明では、車両の車室内にてフロ
ントウインドシールド（２０）の下方に位置するインス
トルメントパネル（３０）の裏面側に配置されて表示情
報を表す表示光を出射する表示器（１２ｂ）と、この表
示器（１２ｂ）からの表示光を凹面形状反射面（１４
ａ）によりインストルメントパネル（３０）の開口部
（３０ａ）を通しフロントウインドシールド（２０）の
裏面に向け反射する凹面鏡（１４）とを備えて、フロン
トウインドシールド（２０）が凹面鏡（１４）からの反
射光を反射して表示情報を前方に虚像として表示するよ
うにしたヘッドアップディスプレイにおいて、表示器
（１２ｂ）から凹面鏡（１４）までの光路の長さを変化
させるように、表示器（１２ｂ）を移動可能にしたこと
を特徴としている。
【０００６】これにより、表示器（１２ｂ）から凹面鏡
（１４）までの光路の長さを変化させることができるの
で、虚像の表示サイズを変えることができる。すなわ
ち、上記光路の長さが長くなるように表示器（１２ｂ）
を移動させれば、虚像の表示サイズを拡大することがで
き、上記光路の長さが短くなるように表示器（１２ｂ）
を移動させれば、虚像の表示サイズを縮小することがで
きる。従って、本発明によれば、運転者の好みに応じて
虚像の表示サイズを調節することができる。
【０００７】ところで、表示器（１２ｂ）が液晶パネル
である場合には、バックライトとして用いられる光源
（１２ｃ）を移動可能にしなくても、液晶パネル（１２
ｂ）のみを上記のように移動可能にすれば虚像の表示サ
イズを調節することができる。しかしながら、光源（１
２ｃ）を固定したまま液晶パネル（１２ｂ）を移動させ
ると、液晶パネル（１２ｂ）の位置によって虚像の輝度
が変化してしまう。
【０００８】これに対し、請求項２に記載の発明によれ
ば、光源（１２ｃ）を、液晶パネル（１２ｂ）とともに
移動させるようにしているので、上述のように虚像の輝
度が変化してしまうことを防止できる。
【０００９】また、表示器（１２ｂ）を移動可能にする
一手段として、請求項３に記載の発明のように、表示器
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（１２ｂ）を移動させるアクチュエータ（１２ｅ）と、
運転者に操作されてアクチュエータ（１２ｅ）に作動信
号を出力する操作スイッチ手段（３１）とを備えるよう
にすれば、運転者が操作スイッチ手段（３１）を操作す
ることにより好みの表示サイズに調節でき、好適であ
る。
【００１０】また、請求項４に記載の発明では、表示器
（１２ｂ）の移動と連動して虚像の歪みを補正する画像
処理回路（４１）を備えることを特徴としている。
【００１１】これにより、表示器（１２ｂ）が移動して
虚像の表示サイズが変化したときに、この虚像に歪みが
生じてしまうことを防止できるので、きれいな画像品質
を保持することができる。
【００１２】なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示す一
例である。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施形態を図に
基づいて説明する。
【００１４】（第１実施形態）図１は、本実施形態のヘ
ッドアップディスプレイ（以下、ＨＵＤと称する。）の
一構成部品であるＨＵＤユニット１０を示す分解斜視図
であり、このＨＵＤユニット１０は、上下に２分割され
たケーシング１１の内部に、表示装置１２、反射鏡１３
および凹面鏡１４を備えて構成されている。そして、Ｈ
ＵＤユニット１０は、車両のフロントウインドシールド
２０の下縁部から車室内へ延出するインストルメントパ
ネル３０の裏面側に配置されている。
【００１５】図２はＨＵＤユニット１０を上方から見た
模式図であり、表示装置１２は、ケース１２ａ内に、透
過型の液晶表示パネル（表示器）１２ｂおよび薄型バッ
クライト（光源）１２ｃを備えている。なお、薄型バッ
クライト１２ｃは、図示しない冷陰極管、ランプリフレ
クタ、導光板、拡散板および反射板等からなる周知のバ
ックライトである。
【００１６】そして、薄型バックライト１２ｃから発せ
られた光は液晶パネル１２ｂに入射され、駆動回路４１
により駆動された液晶パネル１２ｂにより、液晶パネル
１２ｂの表示面１２ｄからは表示情報を表す表示光が反
射鏡１３の反射面１３ａに向けて出射される（光路Ｋ１
参照）。因みに、表示情報の種類としては、スピードメ
ータ表示、ウォーニング表示の他に、ナビ経路案内やナ
イトビジョン（暗視）等が挙げられる。
【００１７】また、表示装置１２には、液晶パネル１２
ｂを移動させる電動モータ（アクチュエータ）１２ｅが
備えられており、このモータ１２ｅを駆動させると、ケ
ース１２ａ内に配置されたレール１２ｆ上を液晶パネル
１２ｂが移動する。なお、この移動方向は、表示面１２
ｄからの表示光の出射方向と平行である。従って、液晶
パネル１２ｂは、表示面１２ｄが光路Ｋ１に対して所定
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角度を保ちつつ移動する。
【００１８】なお、符号３１は、インストルメントパネ
ル３０の表面に備えられた操作スイッチ（手段）を示し
ており、この操作スイッチ３１を車両の運転者が操作す
ると、コントローラ３２からモータ１２ｅに作動信号が
出力される。具体的には、操作スイッチ３１を符号Ａの
側に操作すると、液晶パネル１２ｂが矢印Ａの向きに移
動して、液晶パネル１２ｂの表示面１２ｄから反射鏡１
３の反射面１３ａまでの光路Ｋ１の長さを短くする。一
方、操作スイッチ３１を符号Ｂの側に操作すると、液晶
パネル１２ｂが矢印Ｂの向きに移動して光路Ｋ１の長さ
を長くする。
【００１９】また、凹面鏡１４は、その放物凹面形状の
反射面１４ａでもって、インストルメントパネル３０の
上壁の開口部３０ａに装着した防塵カバー３３（透明の
樹脂やガラスからなる）を通して視界領域部２０ａを臨
むとともに反射鏡１３の反射面１３ａを臨むように傾斜
して配置されている。
【００２０】しかして、反射鏡１３の反射面１３ａから
の表示光は凹面鏡１４の反射面１４ａに入射する（光路
Ｋ２参照）。そして、凹面鏡１４の反射面１４ａからの
表示光は、防塵カバー３３を通しフロントウインドシー
ルド２０の視界領域部２０ａの裏面に入射する（光路Ｋ
３参照）。
【００２１】ここで、フロントウインドシールド２０の
視界領域部２０ａには、酸化チタン等の蒸着膜を半透過
性の反射膜としてシールド２０内側に付着して形成され
た周知のコンバイナ２１が付着されている。そして、視
界領域部２０ａに入射した表示光は、コンバイナ２１に
て反射され、当該車両の図示しないステアリングホイー
ルＷの直上を通して運転者の両眼に入射する（光路Ｋ４
参照）。
【００２２】これにより、運転者は、フロントウインド
シールド２０の前方から表示光が両目に入射してきたも
のと錯覚し、フロントウインドシールド２０の前方に
て、上記表示情報を虚像２２として視認することとな
る。
【００２３】図３は、液晶パネル１２ｂの位置と虚像の
サイズとの関係を示す模式図であり、符号Ｐの点から符
号Ｑの点まで延びる像を符号ａに示す位置に移動させる
と、符号Ｑから発せられる光は符号Ｑ’に示す点で結像
し、符号ａ’に示す位置にて符号Ｐ’の点から符号Ｑ’
の点まで延びる虚像を運転者は視認する。同様にして符
号Ｐ、Ｑに示す像を符号ｂに示す位置に移動させると、
符号ｂ’に示す位置にて符号Ｐ’、Ｑ’に示す虚像を運
転者は視認する。
【００２４】従って、操作スイッチ３１により液晶パネ
ル１２ｂを反射鏡１３に近づくように図２に示す矢印Ａ
の向きに移動させると、液晶パネル１２ｂが図３に示す
符号ｂの位置からａの位置に移動することとなる。すな
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わち、符号Ｐ、Ｑに示す像が凹面鏡１４に近づくように
移動して、液晶パネル１２ｂから凹面鏡１４までの光路
の長さＫ１、Ｋ２が短くなり、符号Ｐ’Ｑ’に示す虚像
の表示サイズを縮小することができる。
【００２５】一方、操作スイッチ３１により液晶パネル
１２ｂを反射鏡１３から遠離るように図２に示す矢印Ｂ
の向きに移動させると、液晶パネル１２ｂが図３に示す
符号ａの位置からｂの位置に移動することとなる。すな
わち、符号Ｐ、Ｑに示す像が凹面鏡１４から遠離るよう
に移動して、液晶パネル１２ｂから凹面鏡１４までの光
路の長さＫ１、Ｋ２が長くなり、符号Ｐ’Ｑ’に示す虚
像の表示サイズを拡大することができる。
【００２６】また、表示光を表示情報として出射させる
ように液晶パネル１２ｂを駆動する上述の駆動回路４１
には、コントローラ３２からの操作スイッチ３１の信号
が入力されるようになっている。そして、この駆動回路
４１は、液晶パネル１２ｂの移動と連動して虚像の歪み
を補正する画像処理回路としても機能するようになって
いる。
【００２７】これにより、拡大または縮小することで生
じる表示像歪みと反対の表示をするよう制御すること
で、表示サイズを変化させても適正な表示を保持するこ
とができる。例えば、歪みのない表示像の外形形状が矩
形である場合において、表示サイズの変化により像点が
正しい位置から外側にずれて所謂糸巻形の歪となった場
合には、内側にずらすように補正する。また、表示サイ
ズの変化により像点が正しい位置から内側にずれて所謂
樽形の歪となった場合には、外側にずらすように補正す
る。
【００２８】以上により、本実施形態によれば、運転者
が操作スイッチ３１を操作することにより、運転者の好
みに応じて虚像の表示サイズを調節することができる。
【００２９】因みに、本実施形態におけるＨＵＤユニッ
ト１０の車両搭載位置では、液晶パネル１２ｂの表示面
１２ｄから運転者の両眼までの距離は１．２ｍ～２ｍで
あり、液晶パネル１２ｂは約２０ｍｍの距離を移動可能
に設定されている。そして、表示面１２ｄを図２の一点
鎖線の位置に移動させて虚像の表示サイズを最大にした
場合の対角線距離は、表示面１２ｄを図２の実線位置に*
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*移動させて最小にした場合の対角線距離の約１．５倍と
なるように設定されている。
【００３０】（第２実施形態）上記第１実施形態では、
電動モータ１２ｅの駆動により液晶パネル１２ｂのみを
移動させるようにしていたのに対し、本実施形態では、
図４に示すように薄型バックライト１２ｃと液晶パネル
１２ｂとを一体にユニット化させて、薄型バックライト
１２ｃを、液晶パネル１２ｂとともに移動させるように
している。これにより、液晶パネル１２ｂを移動させる
際に虚像の輝度が変化してしまうことを防止できる。
【００３１】（他の実施形態）上記第１および第２実施
形態では、液晶パネル１２ｂからの表示光を反射鏡１３
により反射させてから凹面鏡１４に入射させるようにし
ているが、本発明の実施にあたり、反射鏡１３を廃止し
て、液晶パネル１２ｂからの表示光を凹面鏡１４に直接
入射させるようにしてもよい。なお、この場合には、液
晶パネル１２ｂの移動方向を、図２に示す光路Ｋ２と平
行となるようにすればよい。
【００３２】上記第１および第２実施形態では、液晶パ
ネル１２ｂのバックライトとして薄型バックライト１２
ｃを用いているが、バルブ、発光ダイオード等をバック
ライトとして用いてもよいことは勿論である。また、本
発明の実施にあたり、上記第１および第２実施形態の液
晶パネル１２ｂおよび光源１２ｃに代えて、自発光型の
ＥＬパネル（エレクトロルミネセンスパネル）、発光ダ
イオードや冷陰極放電管等を採用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係るＨＵＤユニットを
示す分解斜視図である。
【図２】図１のＨＵＤユニットを上方から見た模式図で
ある。
【図３】第１実施形態における、液晶パネルの位置と虚
像のサイズとの関係を示す模式図である。
【図４】本発明の第２実施形態に係るＨＵＤユニットを
上方から見た模式図である。
【符号の説明】
１２ｂ…液晶パネル、１２ｃ…薄型バックライト、１４
…凹面鏡、２０…フロントウインドシールド、３０…イ
ンストルメントパネル、３０ａ…開口部。
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